様式第１号（第３条関係）　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日
こころ豊かな美しい丹波地域推進会議会長　様
	申請団体名

団体住所
	

	団体代表者
	職名

氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
電話


交流促進パワーアップ事業　助成金申請書
下記の事業について、助成金の交付を受けたいので関係書類を添えて申請します。
記
　　１  事業の区分　　　　　　　　ユース枠　・　一般枠　（いずれかに○印を記入してください。）
　２  事業の名称　　　　　　　　
　　３  助成金の申請額　　　　　　　金　　　　　　　　　円
　　４  事業の着手又は着手予定日　　令和　　年　　月　　日
　　５  事業の完了予定日　　　　　　令和　　年　　月　　日
　　６  申請団体の概要
	構成員
	　　　　名 (　　　 　世帯)　
	設立年月日
	　　　　年　　　月　　　日

	通 常 の
活動内容
	

	通常活動の
実施区域
※該当する箇所一つに○印を記入してください。
	（　　　）１．丹波地域
（　　　）２．市　域（　　丹波篠山市　・　　丹波市　　）
（　　　）３．旧町域（　　旧　　　　　町）
（　　　）４．小学校区（　      　　　　小学校区）
（　　　）５．集落又は自治会〔集落又は自治会の名称：　　　　　　　 　〕
（　　　）６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　）

	申請事業の
事務担当者
	住所　〒　　　－　　　
氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
電話　　　　－　　　－

携帯　　　　―　　　－
e-mail


　　７　申請事業について（いずれかに○印を記入してください。）
　　　　（　　　）全く新しい取り組みである。【新規事業】
　　　　（　　　）既存の事業に新たな取り組みを加えた事業である。【拡大事業】
　　８　添付資料
（1） 事業計画書（別紙１）　（２）収支予算書（別紙２）　（３）申請団体の規約
 (別紙1)

事　業　計　画　書
１　事業の名称　　


２　事業の対象区域（該当する箇所一つに○印を記入してください。)
　（　　）１．丹波地域

　（　　）２．市　　域（丹波篠山 ・ 丹波 市）
　（　　）３．旧 町 域（旧　　　　　町）
　（　　）４．小学校区（ 　　　小学校区）
　（　　）５．集落又は自治会（集落又は自治会名　　　　　　　　）
　（　　）６．そ の 他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
３　事業の目的・趣旨
	　どのような地域課題があり、どのように解決を図っているのかなど、わかりやすく記載してください。

〔地域の現状〕

〔地域の課題〕

〔解決方法〕




４　事業内容

	具体的な事業内容を箇条書きしてください。新規事業→【新】、拡大事業→【拡】



５　協働の相手方（事業の実施にあたり、連携して取り組む団体を記入してください。）
　
	団体名称
	
	
	

	構成人数
	
	
	

	活動区域

※上記2の対象区域に準
じて記入してください。
	
	
	

	本事業における

役　割　分　担
	
	
	

	代表者
	職名
氏名
	
	
	


６　事業スケジュール　（企画段階から事業終了（反省会等含む）まで時系列で記入してください。）
	月日
	場所
	参加人数

　　（人）
	実施内容

	
	
	
	


　
7　事業の効果
	事業を通して、どのような活動ノウハウが蓄積され、団体の活性化がどのように図られるのか、また、地域社会への波及効果等について、できる限り具体的に数値等により記載してください。
〔蓄積されるノウハウ〕

〔団体の活性化及び地域社会への波及効果〕

〔今後の展開〕




（別紙２）

収　支　予　算　書

１　収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　  （単位：円）
	科目
	金額
	備考

	交流促進パワーアップ事業助成金（Ａ）
	
	250千円（助成対象経費に対する助成率に応じた金額）を上限とします。

	自己資金
	
	

	他の助成金
	
	（助成金の名称：　　　　　　　　　　　　　　　　）

	小　計（Ｂ）
	
	

	合　計　額（Ａ）＋（Ｂ）
	　　　　　　　　　
	→支出部の合計額(C+D)と同額になります。


２　支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         （単位：円）
	
	科　目
	金　額
	説明欄(金額根拠の記載欄)

	助成対象経費
	謝金
	
	

	
	旅費
	
	

	
	需用費
	
	

	
	印刷費
	
	

	
	役務費
	
	

	
	保険料
	
	

	
	委託費
	
	

	
	使用料
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	小　　計（Ｃ）
	
	助成対象経費（Ｃ）×助成率（2/3または1/2）以内が助成金申請額（Ａ）となります。

	助成対象外経費
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	小　　計（Ｄ）
	
	

	合　計　額（Ｃ）＋（Ｄ）
	
	→収入の部の合計額(A+B)と同額になります。


· 金額根拠は、品名・金額（品目・単価×数量＝金額）を記入してください。
【過去に助成を受けた団体のみ記載してください】
	助成年度
	事業名称
	事業内容

	
	
	

	過去に助成を受けた事業は、団体においてどのような効果がありましたか。
また、複数年助成を受けている場合、それぞれの事業の関連も含めて記載してください。


	過去に助成を受けた事業について、現在の状況（事業の継続拡大、完了等）はどのようになっていますか。



	今回申請された事業と過去に助成を受けた事業との関連性（新規・継続）を記載してください。




